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沖縄群島中､与那国だけは長い役人北びに教職牡活を

通じて､一･度も土を踏んだ事のない唯一一つの町村であ っ

たが､1959年10月の第二回鹿児島大学と琉球大学の

共同学術調査の機会:こ一･生の卵V,がかなえられたのは幸

であ った｡

Ij-那国鳥は石垣島へ68マイル､t.,湾剤壌-は83マ

イルの洋上の孤島であるが､快晴の日には台湾島が望見

出来るとの事である｡吾 は々滞在中にその機会には恵変

れなか った｡

1959年5月.現在の 調杏で 戸数872､人口Jl､7

33(男2､375､ 女2､358)で女護が島のfii説

に似ず男女殆んど同故であるO島7)北岸東寄 りの眼内部

落に町役所があり､戸数約550戸を有し､小,中松､郵

便局､測候所その他7)施設があって文化の中心をなし､

部落円は割に整 ってお りますO戦前那商､首里､石l亘等

に見られなか った様な良1.4を使 った住Jt'が戦災を受けず

船も十数隻繋留さか､浬斯Ol活気が察せEノれた｡戸数約

60を有する部落は轍.{51を被って忠 h､住IEIの復旧には

時日を要する標である｡比川は南岸の中火に(J三る約60

戸の普通に見られるJr･2,の農村部落であるっ

島 の 地 目 別 面 積

地目別 面 相 比 率

総 両 梢 303 2387-,L IOOOo'

liT ]8 28.5CIO 9 0

朝 地 72335 23 8

26 8RO

∠15 155

原 野 79 85CI 26 3

rtf 杯 112275 370

枚 即 ILZ25 0 1

その他 8 855 2 9

農家戸数 1戸ILr'Eり耕地約97厚 情柿15 1Fk'･原野

約10 7反で他の町トTのTT'llJ,]以 仁あるか ｢)農業経営も

楽であるべきであるが､農 丘r)小潮から部落肘 7,7)耕地

は荒廃気味であり､海:鞘鼓7)防潮.rUJ'瓜林の轄',rF古がV,た っ

て粗末7)ため潮害 T)ミ人きく､象骨ま陳以外:土1′一炊が牧場

に榊女されているのでF'i給肥料の′r確 も僅少である所か

ら農産物の反IUllは杭も甚だ伏い｡/I(lIlは二射̀卜･'EElは約 I)
割符酸であるが､和銅7JJ,i.'--F-したrFjノJk池かf=LtJヰ を11.I-け｢｣

れるなら了bl'トト･新して増収が甘'gJ'=ll闇でよう｡
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竿 蒔 i 準 _二車 革 甲 ･ 々 ･小

家 畜 頭 数

隼 水′卜 .HS 糠 山羊 篤 農家戸数

310 LIO 401 822 1374 2129 740

年.EJSで700余頭 もあるが殆んどが花来秤であり､半

数Ht二(-1:として雌)71)i榊 史されているので農業と固 寒

のつながり糾 LJlつものは､｢･数で豚舎Jl外の番台は全くイこ
僻である｡

.lil.'j:1､2米11卜Jつ′j叩 甘亡埼l酎イゝ7I.'lJも余り良くなく､

使役能力も低いよr)Tあるが､島｢11ではこの件作東馬が

使fkL上JEC敬だといわれる すでに'.L･'･rdJ島､石山.島では′ト

判 在来情の禦/HL'はIJ:く純減J)悲ノ†ff.に在るが､-/j･耶国では

LIL-:来種かgr額とあか:ま大.?鋸己念物に指定､1枚tl.f･で侃護を

JJrrえる-A))I,在米阿｢いか｢'峻良 lI言を堪乾し､改良増婿の

-jj迫を講一円lノばRィ､イ汁の逓倍他 ､動物園等からJll,uiの

乗R]としての希竿も各vlようであるから輸川用としても

有照と思うO雑種罵も少'<糾われているが宮古 石上Ll'ノノ
了伽かF,移入されたものである(,

Jf'･も乍,<rz.:相 打で(イ工に､仙f1,E.盲､r仙 ミ′J､さく､資質､肉

質､使役TjtJJと闘こ劣るもので､讃′F資源の少い沖純で

はり_急に改tL川や姉の r･7月丁ち:r.てらるべきである｡現在

のままの′卜では移情するにして¥)､有FiJJM)のとは考え

㍗)れない(u/dTLTある､柑 こ汚らしく感じたのは横､休 卜

部,等に r'iI.Xl7)ある′f･/J:みいtfiで､沖縄では竹誹 り■黒鳥7)

I.,紺射 '.のホルスタイン怖J)lriLを受けたlz来′卜東紙にだ

け(,Lら]7j二のであるが､鳥のILr雀に問V,ても､Ll/Ji等J)
j'1州!;代からいたとJl)詔であるO あるはいLTl■い時代に

tTt湾からホ ′L-/tタイン鹿が 移入Li地 lさ右たの .I,はあ
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るまいか｡豚.'i碓軒亡'†ん裾も惟 上くであるが ､魚のE.'llJ

雌物も多V,し､品種D改良と刷棚■三合のJrBJIF.杏,ilJJするな

ら品質のよいのが/E･'.qi.されるものと剃 銅-る 肝､Fも(jI

釆柿の みである｡
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牧場は庶牧60-クタール､北牧86-クタ-ル､南牧1

日-クタ-ルの三か所で合討290-クク-ルあるが､夫

々f肘JI両税に亙り､ア ダンが繁茂して草生両税を狭め

てV,る,草生地も短い芝地が多く何を食 って生きてV,る

のかイく恩議に思われる状態にあり､それにダニも寄合--.し

てV,るので-Jf.h-1家畜の発育を阻繁してvlる状況にある｡

放牧の牛▲字引よ全部雌で交配は牧場外からの侵入雄によっ

て行われてV,ることは現代のこととも思われない経営で

ある0両慣 TILf/.ぴに草生状況に比して放牧頭数が余りに過

剰であるので､早急牧場内の防臥 木かげ用以外のアダ

ンを除去し草地を拡張耕起して牧草種子の播啓､移植等

により草-Lt･'.を改良すべきであるOとLt来れば牧場EJqを数区

画に分け､順回りに家畜を移動してその後に耕起､播種

と前記の方法を採れば牧場の改良とダニ馴致が同時に成

功しよう.さらに草生の程度に応じて放牧牛馬7)殉教の

増減を考えるべきである｡

(上)後方から見た在来牛

で後貞区が発主宰せぬ上

にアシの貧弱が目立

つ｡ (右 )

(下)在来牛にしては割に

よい:与でしょう

島には施設を行えば寸派な港になる 久部良 と澱 多港

がある｡用促で は40屯Ij.r･_の船 舶7)出入 は閃難であ

るから天候不良の季節には航行がfl絶するoLL滞必取 払

も品切れする｡外部からの,LrL入¥)ない｡物の利きは止るO

島の隼活にうる束V17'):なくなるoLfl女=Ffl-'iFの僻村が多く

なるO硯に吾 は々ほとんどL'7年を見かけなかった , 期

る状態では農村の発展に大きV,期待は持てなくなるo航

路､港湾施設は困県道に相､りする｡辞せ冊の助成によって

施設を改達し､安全に航行用来てこそ^の,LIJ.人も各くな

り物襟の交流にも便し7klヒも発終することであろうofT

狩雪と交配｢t来た時代:ま月催 物の脈路も近く､LLJJ.接も擬で

送金も多く､鳥人は牲かな叫.柄が.lH耗てV,た事は細約に

-靴･るpIT.派な住Jl=tTがこれを荊朋 しているq

船舶港湾のイく僻で渡島も危険であり､旅行の口楕沌予

定されないでは政府機関からの.lfJ.rlj7<･も柿で､IL.E業問礎の

指導も全く手も付けられてなV,かに見える｡島の^達も

枚府機関を換りにしていなV,かに思われる｡事実-熟噺Eli

かr)見てもIjB隅 を知 って括る人は祈んと11なvlから､:T-･

を打つ術もなかったであろう｡

前述からみると畜庶-)j両は仝 駄々目の感も受けるおそ

れ もあるが､今まで讃妊ノ]桶iでは余り指導伊助を受けて

いないだけに､今後の指導穫助の･'1FlrnJ:こよっ亡は驚くく

き効果を黙すであろ･')a
I,とず指導者を送り､挿話､牧草種1･､称柑JJ･3L･･をどしど
し送らなければならなvlo牧塊は荒廃しているが雌傍の

これは在来年にしては割によい方でしょう｡
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革は榛L(投する(程である｡草/lJ?J労をいとわず､雌牛を

畜舎に餌育許理し､適igTに資柏のある放雄に交配し､末

だ使役するには1-r.‥いJ豪君'よ良背筋環する牧場IJTJjkって.El

由か つ退'こ一軍勧させろなら:ji.'､申し分の'T.V,良預がどし

どしF卜唾If',光るLiあ7)ラ.

与那国の:ヨrAJよ洋 た々る甜笛の大群を望み､沖親鳥に

見られない11て々 とした排他7)(肱が っているO230余米

の字良部岳､ゆうゆうと牧野に草を求める牛､馬､山羊

の自然の各ま画面に遊ぶが如し｡又島の腰大な海岸線に

百って伝説に富む雄大な絶景が見られる.

将束は大きな希望の持てるこの島を訪れ､得る事が多

か った事を喜1J:､今回の調査団一一行に至れ り)丈せりの挺

'Eを供与して下さった町当局に搾甚の謝意を袈する次第

である｡ (目 迎 国 富 )

これ等が休の小さい与那国の在来鼠 それでも島7)人津にはなくてはならぬ襲耕丸 運綱 D勤7jである｡
｢やあ坊ちゃん｣とふり[如 ､たあたりはまさにおとなしさそのものである｡


